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～岩手地区議員大会～～岩手地区議員大会～

共通課題共通課題のの早期解決早期解決をを
　

こ
の
大
会
は
、
滝
沢
市
、

葛
巻
町
、
岩
手
町
、
雫
石
町

で
構
成
す
る
市
町
議
会
が
、

共
通
す
る
地
域
課
題
の
早
期

解
決
に
向
け
て
互
い
に
協
力

し
て
検
討
す
る
た
め
に
、
毎

年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

大
会
で
は
、
道
路
整
備
な

ど
５
項
目
の
要
望
事
項
を
、

各
市
町
の
議
会
議
員
が
そ
れ

ぞ
れ
提
案
。
本
町
か
ら
は
、

鈴
木
満
議
員
が
「
林
業
振
興

対
策
の
推
進
」
に
つ
い
て
、

再
造
林
の
拡
大
や
林
業
担
い

手
を
確
保
す
る
対
策
が
重
要

で
あ
る
と
説
明
し
ま
し
た
。

　

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た

要
望
５
項
目
は
、
地
区
議
会

議
長
会
が
後
日
、
県
選
出
国

会
議
員
や
県
の
関
係
機
関
に

対
し
て
要
望
活
動
を
行
い
ま

す
。
要
望
の
内
容
は
下
の
表

の
と
お
り
で
す
。

提案説明する鈴木議員

　

岩
手
地
区
議
会
議
長
会
（
中
崎
和
久
会
長
）
主
催

に
よ
る
、
第
61
回
岩
手
地
区
議
会
議
員
大
会
が
７
月

25
日
、
岩
手
町
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
区
内
の
議
会
議
員
、
来
賓
と
し
て
県
議
会
議
員
、

地
区
内
の
市
町
長
な
ど
約
１
１
０
人
が
参
加
し
、
さ

ら
な
る
地
域
の
発
展
を
相
互
に
確
認
し
親
交
を
深
め

ま
し
た
。

県
立
高
校
の
存
続
な
ど

県
立
高
校
の
存
続
な
ど

　

要
望
５
項
目
を
承
認

　

要
望
５
項
目
を
承
認

講　
　
　

演

講　
　
　

演

　

大
会
終
了
後
、
内
閣
府
政

策
統
括
官
（
防
災
担
当
）
付

参
事
官
の
四よ

っ

日か

市い
ち

正ま
さ

俊と
し

氏
を

講
師
に
、『
東
日
本
大
震
災

の
教
訓
を
踏
ま
え
た
我
が
国

の
防
災
対
策
の
見
直
し
』
と

題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

四
日
市
氏
は
、
岩
手
町
川

口
の
出
身
で
す
。

　

講
演
で
は
、
東
日
本
大
震

災
を
教
訓
に
、
最
大
ク
ラ
ス

の
地
震
や
津
波
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
可
能
性
を
想
定
し
た
災

害
へ
の
対
策
が
必
要
と
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
災
害

の
発
生
に
対
応
す
る
た
め

に
、
事
前
の
準
備
や
備
え
が

最
も
大
切
で
あ
る
こ
と
を
、

強
い
思
い
で
話
さ
れ
ま
し

た
。

　

有
事
の
際
に
備
え
て
、
関

係
機
関
が
連
携
し
た
、
あ
ら

ゆ
る
訓
練
の
必
要
性
を
感
じ

ま
し
た
。

講演を行う四日市氏

岩手地区議会議長会 要望提案内容（要約）

① 広域的な観点からの道路整備の早期実現
② 地域振興の観点からの道路の整備促進
③ 県立高校の存続
④ 魅力ある農業・農村を復活させる農業振興対策の推進
⑤ 林業担い手確保対策、林業施策の充実強化

被災地被災地のの復興復興をを学学ぶぶ

　

田
野
畑
村
で
は
、
東
日
本

大
震
災
発
生
後
、
40
分
後
に

津
波
が
到
達
。
村
の
南
東
に

位
置
す
る
島
越
地
区
が
甚
大

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

24
年
３
月
に
災
害
復
興
計

画
を
策
定
し
、
復
興
の
取
り

組
み
を
本
格
的
に
進
め
て
い

ま
し
た
。

　

住
宅
再
建
を
早
期
に
進
め

る
た
め
に
、
有
利
な
補
助
事

業
を
活
用
し
て
新
た
な
団
地

を
造
成
し
、
災
害
公
営
住
宅

な
ど
１
１
４
区
画
を
整
備
。

水
産
業
関
連
施
設
は
、
ほ
ぼ

震
災
前
の
状
態
に
復
旧
し
て

い
ま
し
た
。

　

山
田
町
は
、
被
災
の
あ
っ

た
沿
岸
地
域
で
も
被
害
が
大

き
く
、
復
興
の
取
り
組
み
が

遅
れ
て
い
る
状
況
で
し
た
。

　

震
災
後
に
開
催
し
た
住
民

説
明
会
で
は
多
く
の
要
望
な

ど
が
出
さ
れ
、
仮
設
住
宅
へ

の
入
居
可
能
時
期
や
防
潮
堤

の
整
備
に
関
す
る
意
見
が
多

か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
避
難
所
に
仮
設

シ
ャ
ワ
ー
や
ト
イ
レ
を
配
置

す
る
際
の
配
慮
や
、
学
校
施

設
を
避
難
所
と
し
て
開
設
す

る
場
合
の
問
題
点
な
ど
、
今

後
の
参
考
に
な
る
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

田野畑村田野畑村【被害状況】【被害状況】

山田町山田町【被害状況】【被害状況】

・死者23人、行方不明者15人
・住家被害　281棟(うち全壊225棟)
・仮設住宅入居状況　127世帯
※震災直後と比較して、約７割が
未だに仮設住宅などで生活。

〈26年３月末現在〉

・死者672人、行方不明者148人
・住家被害　3,369棟

(うち全壊2,762棟)
　※町内の約半数の住家が被害。
・仮設住宅建設戸数　1,940戸

〈26年３月末現在〉

　

輝
く
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
は
４
月
21
日
と
22
日
、

鈴
木
町
長
も
同
行
し
、
田
野
畑
村
と
山
田
町
を
訪
問
し

ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
状
況
の
確
認
、
復
興
に

向
け
た
取
り
組
み
な
ど
を
研
修
し
ま
し
た
。

　

両
町
村
と
も
厳
し
い
状
況
の
中
、
行
政
と
住
民
が
一

体
と
な
っ
た
復
興
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

〜
輝
く
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
研
修
〜

田
野
畑
村
・
山
田
町
を
視
察

田田田田田田田田田田田田
野野野野野野野野野野野野
畑畑畑畑畑畑畑畑畑畑畑畑
村村村村村村村村村村村村
・・・・
山山山山山山山山山山山山
田田田田田田田田田田田田
町町町町町町町町町町町町
ををををををををををを
視視視視視視視視視視視視
察察察察察察察察察察察察

復興状況を説明する石原村長

【
研
修
を
終
え
て
】

　

今
後
発
生
が
想
定
さ
れ

る
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
対

し
、
町
と
議
会
が
一
体
と

な
っ
て
対
応
が
で
き
る
連

携
の
構
築
が
必
要
と
考
え

ま
す
。

　

住
民
と
一
体
と
な
っ
た

議
会
活
動
が
さ
ら
に
必
要

な
こ
と
か
ら
、
多
く
の
声

を
聴
き
な
が
ら
議
会
の
活

性
化
に
努
め
ま
す
。

【
研
修
を
終
え
て
】

今
後
発
生
が
想
定
さ
れ

る
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
対

し
、
町
と
議
会
が
一
体
と

な
っ
て
対
応
が
で
き
る
連

携
の
構
築
が
必
要
と
考
え

ま
す
。

住
民
と
一
体
と
な
っ
た

議
会
活
動
が
さ
ら
に
必
要

な
こ
と
か
ら
、
多
く
の
声

を
聴
き
な
が
ら
議
会
の
活

性
化
に
努
め
ま
す
。

山田町役場の屋上から被災状況を確認する議員


